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2.11.5 レベル2地震動に対する照査 
 

杭頭結合の照査（レベル１地震動）および杭基礎のレベル２地震動時に対する照査が、照

査済みの場合で、結合方法Ｂの場合に、杭頭結合部のレベル２地震動に対する照査を行

うことができます。 

 

照査方法は、「杭基礎設計便覧 平成１８年度改訂版 平成１９年１月」（302ページ～305

ページ）によって行います。 

 

杭頭結合部の水平力およびモーメントに対する照査で設定した仮想ＲＣ断面の配筋（場所

打ちＲＣ杭の場合は杭頭部の配筋）または、杭基礎のレベル２地震動時に対する照査で設

定した杭頭部の配筋および横拘束筋を用いて、仮想ＲＣ断面の降伏曲げモーメント（軸力

＝０）を計算します。 

 

基礎が降伏しない場合は、仮想ＲＣ断面の降伏曲げモーメントＭyと、基礎のレベル２地震

動時に対する照査で計算した杭頭発生曲げモーメントＭtを比較し、Ｍy≧Ｍtであることを

判定します。 

 

基礎が降伏する場合は、仮想ＲＣ断面の降伏曲げモーメントＭyと、杭体の降伏曲げモーメ

ントＭypを比較して、Ｍy≧Ｍypであることを判定します。 

 

※基礎のレベル２地震動時に対する照査に用いるＭ－φ曲線を入力による場合は、杭体

の降伏曲げモーメントとして軸力＝０の入力値を参照します。また、ＰＨＣ杭や鋼管杭の場

合は、仮想ＲＣ断面の降伏曲げモーメントも入力値を参照します。 

※コンクリートや鉄筋の材質は、杭頭結合部の設計（レベル１地震動）を参照します。 

※降伏曲げモーメントの計算方法に関する設定は、杭基礎のレベル２地震動時に対する

照査を参照します。 
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3.2.2.9 [杭頭結合部の設計（レベル２地震動）...]コマンド 

 

 
 

杭頭結合部のレベル2地震動に対する照査結果を表示します。 

 

許容値を満足する場合はＯＫを表示します。満足しない場合はＯＵＴを赤色地で表示しま

す。 

 

“配筋表示...”ボタンを押すと現在の配筋を表示します。 

 

 

軸方向主鉄筋の配筋 ダイアログ ボックス 

 
 

※杭頭結合部の計算方法については、「2.11 杭頭結合部の設計」を参照してください。 
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3.17 杭頭結合部の設計（レベル２地震動） 
 

3.17.1 仮想ＲＣ断面の横拘束筋 
 

 
 

場所打ちＲＣ杭の場合の、仮想ＲＣ断面の横拘束筋データを設定します。 

 

中詰コンクリートの充填範囲 

場所打ちＲＣ杭では設定しません。 

 

仮想コンクリート断面 

横拘束筋の入力方法 

横拘束金の鉄筋断面積の設定方法を“鉄筋径を入力”と“断面積を入力”から指定

します。 

横拘束筋鉄筋径 

横拘束筋に使用する鉄筋径を呼び名で指定します。 

横拘束筋の入力方法を“鉄筋径を入力”と指定した場合に有効です。 

横拘束筋断面積 

横拘束筋の断面積を設定します。 

横拘束筋の入力方法を“断面積を入力”と指定した場合に有効です。 

横拘束筋配筋間隔 

横拘束筋の配筋間隔を設定します。 

横拘束筋有効長 

横拘束筋の有効長を設定します。 

 

※横拘束筋の設定は、応力－ひずみ曲線を、道路橋示方書 平成８年１２月以降とした場

合の降伏曲げモーメントの計算に必要です。 

※仮想ＲＣ断面の軸方向鉄筋は、杭本体の設計で設定した杭の第１断面（最も杭頭に近い

断面）の配筋を用います。 
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3.17.2 計算実行 
 

 
 

杭頭結合部のレベル２地震動に対する照査を実行します。 

 

照査を行うためには、 

 

①杭頭結合方法Ｂである。 

②杭頭結合部の照査（レベル1地震動）を終えている。 

③レベル2地震動時の杭基礎の照査を終えている。 

 

を満足している必要があります。 

 

また、場所打ちＲＣ杭の場合は、仮想ＲＣ断面の横拘束筋を設定してある必要があります

（横拘束筋を考慮した応力－ひずみ曲線を用いる場合）。 

 

 

断面照査を終了すると、判定位置に“OK”または“OUT”を表示します。 

 

 


